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令和３年度第１回秦野市障害者支援委員会議事録 

 

日 時 令和３年５月２５日(火) 午前10時00分～11時30分 

場 所 秦野市教育庁舎３階大会議室 

議 題 (1) 日中サービス支援型共同生活援助の新設について 

 (2) 秦野市障害者支援懇話会部門報告について 

 (3) 第６期秦野市障害福祉計画・第２期障害児福祉計画について 

 (4) 精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築について 

 (5) 湘南西部障害者保健福祉圏域地域生活ナビゲーションセンター活

動報告について 

 (6) 令和３年度障害福祉関係予算について 

 (7) 相談支援事業の報告について 

 (8) 就労支援事業の報告について 

 (9) 障害者虐待防止の報告について 

 (10)その他 

出席者 別紙「委員名簿」のとおり 

 

 

１ 開会 

２ 福祉部長あいさつ 

  古尾谷部長より、あいさつ 

３ 委員委嘱及び会長・副会長選出 

  選出方法について、小松委員から「事務局に一任」との発言があり、事務局から

会長に伊藤委員を、副会長に相原委員を推薦し、承認を得た。 

４ 議事録署名人 

  【丸野委員を選出】 

５ 議事 

  【進行は伊藤会長】 

(1)  日中サービス支援型共同生活援助の新設について 

【事務局・草山課長より、資料１に基づき報告】 

今回１事業者より日中サービス支援型グループホームの新設の指定手続きに伴

い、本障害者支援委員会に事業の評価等の申し出がなされたものです。１の日中

サービス支援型共同生活援助についてですが、平成３０年に障害者の重度化、高

齢化に対応するため創設された、グループホームの新たな類型になります。施設

から地域移行への促進など地域生活支援の中核的な役割を担うことが期待されて

おり、また、地域で生活する障害者の緊急一時的な支援等に応じるため、短期入

所を併設することが義務づけられています。次に２の日中サービス支援型グルー

プホームの新設等における手続きについてですが、従来からあります、包括型グ

ループホームの新設にあたっては、県の指定手続きを行うだけでありました。し



 

- 2 - 

かし、この日中サービス支援型グループホームを申請する場合は事業者が県へ所

定の事前確認表を提出するにあたり、市町村の自立支援協議会、秦野市ではこの

障害者支援委員会になりますが、この支援委員会の評価また意見・要望を伺うこ

とが必要とされております。今回ご協議いただく株式会社サードステージの事業

概要につきましては、５月１２日に開催されました秦野市障害者支援懇話会総合

部門においてあらかじめ事務局から説明させていただいています。本日は支援委

員会における詳細説明ということで、このあと事業者から直接説明をしていただ

きます。説明が終わりましたら、質疑応答ということで、委員の皆さんから質問

や意見、要望をお聞きする時間を設けさせて頂きます。また、事業者は今後、本

日の支援委員会にて出されました運営方針、活動内容等の評価や必要な助言、要

望等を踏まえた意見等として先ほどの事前確認表を県に提出することとなってお

ります。なお、新規開設後にも１年に１回、支援委員会において運営状況の報告

を行い、その評価を受けると共に助言、要望等を踏まえた運営を見直すこととな

っています。以上が一連の流れとなっておりますので、よろしくお願いします。 

 では、早速事業者からの説明をしていただきますが、準備がございますので、

しばらくお待ちください。 

 

【株式会社サードステージ・今泉氏より当日持ち込み資料に基づき報告】 

おはようございます。私、株式会社サードステージ・今泉と申します。よろし

くお願いいたします。本日はともがき秦野羽根障害者グループホーム日中支援型

についてご説明させていただきたいと思います。お手元の緑色の資料を見ていた

だければと思います。①番運営法人の概要について、法人名株式会社サードステ

ージ、所在地が神奈川県大和市南林間４－６－１７というところにございます。

設立ですが、平成６年不動産業を開設させていただきまして、平成１２年訪問介

護事業を開設いたしました。その後、介護商品販売事業開設ですとか、認知症対

応型共同生活介護を開設させていただきまして、平成２９年福祉用具貸与、特定

福祉用具販売などを開設させていただきました。そして令和２年、３年とともが

き渋谷・ともがき練馬開設、ともがき秦野・ともがき厚木の開設をさせていただ

いています。 

 ともがき渋谷は現在８名満室となっております。ともがき練馬は２３名４ユニ

ットでサテライトが６名となっています。ともがき秦野は、お世話になっている

こともあると思いますが、１０名（定員）で、９名でやらせていただいています。

ともがき厚木のほうは５月から開設させていただきまして、定員１０名とさせて

いただいています。開所の目的についてなんですが、法人グループの理念といた

しまして、私ども日本アメニティ協会という法人のグループ会社でして、そちら

の方が今東京・神奈川で２５０程度の事業所を開設させていただいております。

その中でも私ども株式会社サードステージとしましては、障害の部分をカバーで

きていないということでそちらの部分をやらせていただこうということで事業を

始めさせていただいております。今期で２６期目を迎えさせていただいておりま

して、高齢者の介護で培ったノウハウ等もありますので、そちらを活用させてい
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ただければと思っております。 

 ２番目ですが、施設名がともがき秦野羽根と申します。計画地住所が秦野市羽

根１６３－１となっております。交通アクセスですが、小田急線渋沢駅から神奈

中バス秦５１の「戸川入口」下車徒歩８分。閑静な住宅街でして、既存事務所、

ともがき秦野との連携がとりやすく、車で１２分から１５分のところにございま

す。めくっていただくと地図がこざいますので、ご確認いただければと思います。

計画施設の概要ですが、新築の物件です。現状資材置き場ですね。建物構造です

が、鉄骨造地上２階建て、延床面積は４８４．５６平方メートル（予定）となっ

ております。建物の概要ついてですが、めくっていただくと建築図面等がついて

いますので、ご確認いただければと思います。定員は２０名、短期入所は１室で

す。料金設定の方は、家賃が４７，５００円、食費が３万円、高熱水道費が２１，

０００円、日用品費が３千円です。 

 入居者様についてご説明させていただきます。定員は２０名とさせていただき

ました。次のページから秦野市様の計画に出ているグラフを見ていただきたいの

ですが、全体の数としては若干増え気味というところを想定して、２０名とさせ

ていただいております。続きまして、男女比率ですが、プライバシーに配慮させ

ていただきまして、各階半分ずつの利用だったり、各階で分けるというのは現実

的ではないので、建物が５部屋ごとに１０部屋なので、例えば半分男女で分ける

とか、そういった利用者様の状況に応じて、プライバシーに配慮させていただけ

ればと私たちでは考えております。１階、２階部分の見方ですが、２階の方は基

本的にはある程度見守りが必要でない方を想定しています。１階は常時介護を必

要とされる方を想定させていただいております。障害対象の種別について、身体

障害者、精神、知的、難病で常時介護が必要な方を対象としております。受け入

れ体制の構築と書いてありますが、近隣の関係機関等との連携ですとか、当社の

グループ施設に高齢介護の施設が近くにありますので、そちらの方との人員体制

や協力体制をきちんとしていきながら人員不足等がないように対応していきたい

と思っております。入居者様の区分について、区分３から６を想定しております。

現在開設しておりますともがき秦野との連携もさせていただければと思っており

ます。サービスの概要についてですが、アセスメントを考慮し、適切なサービス

の提供をさせていただきます。入浴、排せつ、食事等の介護をさせていただきま

す。調理、洗濯、掃除等の家事を支援させていただきます。就労先や日中活動サ

ービス等の関係機関との連絡調整をさせていただきます。余暇活動、その他の日

常生活上の援助をさせていただきます。短期入所を併設し、在宅で生活する障害

者の緊急一時的な宿泊の場を提供させていただきます。 

 ④番入居者様の支援体制についてですが、人員配置は生活支援員２．５：１（区

分６）から区分３は９：１まで、サービス管理責任者１名、世話人は３：１とさ

せていただきます。医療機関との連携等により、日常的な健康管理を行う医療ニ

ーズが必要となった場合、適切な対応がとれるように体制を整備させていただき

ます。現在も協力医療機関がございますので、そちらと対応させていただければ

と思います。 
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 ⑤番目のご入居者の需要見込みについてですが、６ページの秦野市さんが出し

ているグラフの人数の推移ですとか、現在包括型のともがき秦野を運営させてい

ただいておりまして、お問い合わせをいただいた内容の中で、「うちの娘はこん

な感じですけど入れるのでしょうか？」「入居は可能でしょうか？」と包括型で

の入居がかなり難しい方のお問合せがあったというのを私たちも現状で確認させ

ていただいております。そういった方に居場所を提供できればとの思いがありま

して、ニーズという形にさせていただいております。 

 ⑥番近隣地域との関係構築について、自治会などに加入し、自治会行事などに

積極的に参加する、その他障害者施設と情報交換、連絡連携を取るよう努力し地

域の障害者支援の一翼を担い、より優良な支援体制を構築していきたいと思って

おります。現在ともがき秦野、包括型の方ですが、社会福祉事業会に入会させて

いただきましたりだとか、秦野病院、丹沢病院、みくるべ病院、ライツはだの、

ぱれっと・はだのですとか、かなりご協力をいただいて連携を取らせていただい

ているところです。そのまま、より良い関係を続けられますよう努力してまいり

ます。 

 ⑦番開設までのスケジュールですが、予定の中でお話しさせていただきますが、

工事着工が令和３年９月末、竣工は４年の３月末の予定です。入居者の募集をか

けさせていただくのは、４年の３月から、職員募集も４年の３月から。開所時期

は４年の６月初旬を予定しております。足早でしたが、ご清聴ありがとうござい

ました。 

伊藤会長： ありがとうございます。では、委員の皆さんから質疑をいただきた

いと思います。いかがでしょうか。 

稲澤委員： ３障害の秦野市の人数についてプレゼンいただいた中にありまし

たが、今回開設予定のグループホームで主にどの障害に充てたとこ

ろを一番データの中から見込まれているのかということが一つと、

余暇活動の提供というところがありましたので、そこには障害種別

に合わせてどのようなことをお考えなのかということをお伺いで

きればと思います。 

今泉氏： 私ども特に何かの障害に対して特化するというようなところはま

だ予定としては考えていなくて、包括型のともがき秦野でも精神の

方や知的の方もいらっしゃいますし、難病の方はまだいらっしゃら

ないのですが、身体の方もいらっしゃる中で皆さん特色や違いがあ

るというのを感じていまして、その中でこういうのに特化しますと

いうのは、入りたいという方の意思みたいなものを狭めてしまうの

で、特化するというのは持たない形で考えております。 
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稲澤委員： 質問が良くなかったのかもしれませんが、包括型で看れないケース

について今回設立するということになってくるかと思うので、包括

型にそぐわないという方のニーズが高まってきているところがこ

うして出てくると思うのですが、御社の方ではどういうケースが一

番多くて、はみ出てくるところが、新しく建つところに該当すると

思っているのですか。完全に突破するとは思っていないのですが、

包括型からはみ出てくるニーズが高いところが今どこにあるのか、

そしてその方たちに必要なケアと余暇活動というところ、年齢と状

態に合わせたケアについてプランニングがあれば教えていただき

たいなと思います。 

今泉氏： 正確なプランニングというのは私どももまだ練っている最中でご

ざいます。現状包括型の方で入れない方というので、包括型はバリ

アフリーになっていないこと、エレベータがないこと、リフト付き

のお風呂がない、そういった状況の中で車いすの方、お一人でお風

呂に入れない方、座位が取れない方、そういった方を含めて、日中

の支援が必要な方は、今の包括型では力不足で入居いただくことが

できないという現状なので、次のともがき秦野羽根にはリフト付き

のお風呂であったり、バリアフリーに対応していたりだとか、緊急

時に対応できる駐車場を広くとったり、そういった形で対応させて

いただき、あとは入居者様一人一人にあったケアをさせていただけ

ればと考えております。 

伊藤会長： 

 

そのほかの委員の皆さんはいかがでしょう。ぱれっとの話も出てい

ましたが、小池委員、何かありますか。 

小池委員： 昨今秦野市内のグループホームが色々とやってしまったというこ

とがあるのですが、職員の人材育成についてはどのようにお考えか

お聞かせいただければと思います。 

今泉氏： 職員の人材育成についてですが、包括型の施設で職員を募集したと

ころ、かなり応募がありました。その中で無資格無経験でも結構で

すよと募集をかけさせていただいて、無資格の方が多く集まってい

る中で、高齢者の介護をしていた方が障害の方に移ってくるのも多

く見られております。私ども２５０のグループ会社におりますの

で、近隣の施設に行っていただいたり、研修体制を今構築している

最中ですが、研修をさせていただいて、高齢者と障害の部分は似て

いるようで大きな差があると私たちも感じておりまして、そういっ

たところの違いの部分をきちんと分かっていただけるような研修

ができればと考えております。随時キャリアアップのための研修や

資格についても奨学金制度というものもありますし、体制は整って

おりますので、人材育成についてはそのような形で対応させていた

だければと思っています。 
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伊藤会長： 

 

事務局から説明いただくと思いますが、昨年にもプレゼンしていた

だいた事業所が２施設ありますが、その事業所が人材確保が厳しい

中で、先週日曜日も求人広告が出ていたかと思いますが、人材確保

ができないということで開設が遅れている実態もあります。そうい

ったことも踏まえてしっかり準備をしていただかないと予定通り

のスケジュールでは厳しいのではないかと思います。副会長はいか

がですか。 

相原副会長： 障害種別の指定はないということですが、対象年齢はどうなのかと

いうことと、金額のことなのですが、総額が１０１，５００円とい

うことはで、秦野市の家賃補助もありますが、障害年金ではとても

入れない金額なんですね。ということは、親や介護者などからの援

助を想定していらっしゃるということなのでしょうか。親からする

と、ずっとこの施設にいることは難しくなってしまうのではないか

と考えてしまうのですが、そのあたりの説明をお願いします。 

今泉氏： 対象年齢については１８歳以上を対象とさせていだたいています。

料金設定の部分なんですけど、現状想定の中で入れさせていただい

ておりまして、今お話しを聞かせていただいた障害年金ですとか、

そういったところの対応を踏まえて、会社に持ち帰らせていただい

て、また料金設定を考えさせていただければと思います。 

伊藤会長： 

 

料金に関しては、また後日ご報告いただけるということだと思いま

す。その他いかがでしょう。ないようであれば、終了とさせていた

だきます。関連で、先ほど私からちらっとお話しさせていただきま

したが、昨年の７月にプレゼンしていただいた事業所の経過報告を

事務局からお願いしたいと思います。 

草山代理： それでは事務局から令和２年度第１回支援委員会で皆さまからご

協議いただきました２法人、２施設の開設状況についてご報告いた

します。まず１つ目のスターホーム株式会社が設置いたします鶴巻

北１丁目のグループホームにつきましては、当初４月１日開所予定

でしたが、開所時期が遅れ７月１日から、当初予定通り定員２０名、

プラス短期入所２名で開設する予定となっているとのことです。続

きまして２つ目の株式会社ゆうわソサイエティが設置します東田

原のグループホーム、名称がいちごテラス秦野くずは台となってい

る施設ですが、こちらも現在７月１日の開所を目指して手続きを進

めているというところです。当初１階、２階に分かれた２ユニット

タイプ、短期入所を含めて定員２０名でスタートする予定でした

が、先ほど会長からもご指摘いただきましたとおり、職員の確保が

難しいということで１ユニット１０名で開所することで現在県と

指定手続きを進めているということです。 

伊藤会長： 

 

ありがとうございます。２０名定員の日中支援型が昨年２つのプレ

ゼンをいただいてきたのですが、今年度６０名分の定員で開所が予
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定されているということで、それ以外にも小規模のグループホーム

がいくつか開設予定となっております。そういう状況の中で本当に

これだけのグループホームが必要なのかということも踏まえて、今

年度に関しては障害福祉計画も皆様に議論いただく予定になって

いますので、グープホームの実態も踏まえて、グループホームが必

要なのかということを改めて皆さまと議論していきたいと思って

おりますので、ご協力をお願いします。 

 

(2) 秦野市障害者支援懇話会部門報告について 

【大永部門長より、資料２－１に基づきこども部門について報告】 

 こども部門はコロナの関係で昨年１１月から会合が持てておりません。再開と

して、６月２１日を今年度の初回としております。ですので、具体的な報告内容

はありません。資料を読ませていただきますが、①医療的ケアが必要なケースの

課題、②はぐくみサポートファイルを重点事項としながら障害を持つ子どもの療

育支援について幅広く共有、検討をさせていただきたいと考えています。特に、

障害を持つ子どもの課題は、両親や兄弟姉妹、祖父母などの親族など「子どもを

取り巻くファミリーの中心にいる子ども」として考えることが重要であると認識

しています。「我が子に障害があるかもしれない」と思った瞬間から始まる、家

族の苦悩、葛藤、誤った理解や関わり、努力、疲弊、逃避、虐待、両親と祖父母

の関係などは、「知的、身体的にはハンディキャップがあっても、感性は年齢通

りに発達する」子どもに、様々な影響を及ぼすと言われています。「ファミリー

を支える」という視点を持ちながら、これからも取り組んでいきたいと思います。 

伊藤会長： 

 

ありがとうございます。こども部門からご報告をいただきました

が、ご質問等はいかがですか（⇒質問・意見なし）。 

 

【濱田部門長より、資料２－２に基づき就労部門について報告】 

就労部門ですが、コロナ禍で十分な活動ができたとは言えるような状況ではな

かったですが、昨年度末に新型コロナ禍での就労サービス提供のあり方検討とい

う形で各事業所にアンケートをとらせていただきました。そのアンケートを集計

したのち、３月の下旬に委員の方にお集まりいただき、アンケートの中身を精査

したという活動を昨年度末に行っております。その中で今年度の在り方、活動方

針ところといたしましては、市内就労継続支援事業所における就労支援サービス

管理責任者間のネットワーク活動をもっともっとしていかなければならないだろ

うというところでの、充実を図るということを目標に、重点事項を２つ掲げさせ

ていただきます。１つは、就労支援サービス管理責任者を対象に、作業工賃向上

に向けた施設内製品の品質向上及び販路拡充への課題や就労支援の在り方、施設

外就労等、意見交換の場を実施したい。２番目としては、就労支援サービス管理

責任者を対象に「就労定着支援事業所」のサービス内容の周知と活用に向けての

研修会を開催、ということをあげさせていただいています。主な活動内容ですが、

就労継続支援Ｂ型等々の施設内製品の売り上げがコロナ禍の影響で各段に減って
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いるというところもございますので、そういった中で工賃向上に繋がる作業種の

模索でしたり、施設内製品の質の向上、販路拡充についての意見交換を行って、

場合によっては専門家・コラボ製品開発等々の協同を模索してはどうかという内

容です。２番目として、就労定着支援事業所の方に活用に向けての研修会をお願

いをして、就労継続支援事業所に望むことをご教授いただきながら、就労活動の

ポイント等の講演を依頼したいと思っています。 

伊藤会長： ありがとうございました。ご質問等あればお受けします（⇒質問・

意見なし）。 

 

【小池部門長より、資料２－３に基づき相談部門について報告】 

活動目標、重点事項については、昨年同様、相談・情報提供体制の整備とケア

マネジメント体制という２点に重点を置いて、他部門と連携しなが協議をしてい

きたいと思っております。その中で、相談支援体制をどのように取り組んでいく

かにつきまして、重点事項にあるとおり、「必要な方に必要な支援」を目指して

いく、秦野市の相談支援の現状を共有していくということで、その中で相談支援

専門員同士のつながりを強化し、チームで円滑な支援をしていける基盤を築くと

いうことで進めていきたいと思っております。その経過につきましては、相談支

援員の数がさほど増えていないという状況とサービスが非常に増えているという

状況の中で「今できることは何なのか」ということに焦点を絞って取り組んでい

こうということで、今年度４月２２日に第１回目の相談部門を行っております。

令和２年度に相談支援事業所等連絡会の中で各事業所へアンケート調査を実施し

まして、その状況の確認をしているのと、それに併せて相談支援体制の実態につ

いて状況の把握を行っています。特に相談支援従事者が一人体制ですとか、兼務

の方が非常に多いということで、連絡会というものをどのように活用していくの

か、そこで横のつながりを作っていこうということで連絡会の在り方について再

検討するのと、グループスーパービジョンを通じて相談に主体的に参加できるこ

とを目的とし、スキルアップを図っていきたいと思っております。また、セルフ

プランについて、サービスを利用する方全てに計画相談を利用するという視点に

持っていかなければならないというところなのですが、現状としてセルフプラン

が増えてきていますので、そこについて今後検討していく予定です。また、放課

後等デイサービスが近年非常に増えていて、その複数利用に際して計画相談をつ

けなければならないという仕組みを見直していきたいというような意見が上がっ

ています。これにつきましては、現状につきまして資料を作成し、個々で協議し

たうえで、相談部門ですとか、総合部門、また支援委員会に今後上げていく予定

ですのでよろしくお願いいたします。連絡会の内容につきましては、令和２年度

のアンケート集計から見えてきたこととして、相談支援体制の課題ですとか、相

談支援専門員や他機関との連携、これらのことをグループワークを通じて今後検

討していきたいと思っております。 

伊藤会長： 相談部門から今ありました放課後等デイサービスの計画相談に関

して、こちらは子ども部門のほうでも実態や意見がありましたら、
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次回またお寄せいただければと思います。 

 

【岡西部門長より、資料２－４に基づき福祉サービス部門について報告】 

福祉サービス部門ですが、各部門と同様ですが、障害者福祉計画の各目標を踏

まえて、現在に関しましては、全体といたしまして、障害のある方の緊急時の柔

軟性のあるサポート、支援体制を構築していくというところを大きく掲げており

ます。その中で、具体といたしましては資料の（２）の重点事項①、②、③と記

載しておりますが、１点目が在宅での居宅介護といった部分の緊急時の対応の支

援体制とその評価、２点目は、障害支援区分の認定を受けていない方に緊急事態

が発生した場合の支援体制とその評価、３点目ですが、秦野市内の短期入所施設

は他市と比べれば比較的多くあるのですが、コロナ禍の状況であったり、先ほど

の課題として出ておりました人員の問題、あるいは利用者の方、障害特性、環境

等様々な問題から利用できない場合に、事業所等のスペースを活用して居宅介護

等と連携しながら支援をするといった仕組みなどを委員、関係機関、行政を含め

て色々なご意見を踏まえながら検討を進めているところです。その中身としては、

（３）に書いておりますが、具体としては、実際に緊急時の体制と言っても、初

めて出会う方を簡単に受け入れられる施設というものは極めて少ないと思いま

す。先ほどのグループホームの説明には、障害種別を問わずということで、理念

としては賛同しますし、そこを目指していくところではあるのですが、具体に各

障害の特性、また配慮する点、ケアの内容、環境の作り方、そういった部分をし

っかり踏まえていく必要がある。そういった部分では、相談やコーディネートと

いうことで秦野では基幹相談支援センターをはじめ、各相談機関がありますが、

まずそちらの相談機関との連携を軸に、緊急時ではなく平常時に障害のある方、

ご家庭が福祉サービスを含めた様々な社会資源といかに繋がっていけるか、こち

らを基幹相談を運営しているぱれっと・はだのさんと連携をして協議を昨年度は

進めさせていただいております。ただ、いくら平常時に体制を整えても、なかな

か福祉サービスに繋がりにくい方もいらっしゃいます。そういった場合の緊急時

も備えながら、先ほども重点事項で説明させていただきました中身を今年度も引

き続き検討をしていくというところで、今年度の初回はまだ現時点では日程を調

整しているのですが、６月末か７月上旬には第１回の福祉サービス部門を開催さ

せていただく予定です。 

伊藤会長： 委員の方、意見はよろしいでしょうか（⇒質問・意見なし）。 

 

【鈴木部門長より、資料２－５に基づき地域共生部門について報告】 

 ４月に第１回の懇話会を開いております。活動につきましては、昨年度からの

引き継ぎ事項もありますが、コロナ禍においてできていない部分もありますので、

（３）の活動内容の１番、自治会との関わりについては現状ストップしている状

況です。２番目の要配慮者用ビブスの配布については、障害福祉課の方と相談を

しまして、５月中に各広域避難所に配布されるということで、今手続きを進めて
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います。ただし、資料２－５参考資料にあります掲示用のポスターですが、こち

らは５月中ということではなくて、下の広報と合わせて９月の防災訓練の１か月

くらい前に掲示をしていきたいということで、どこに掲示するかのリストアップ

を障害福祉課と進めていまして、主に公民館や文化会館、消防署などそういった

公共のところに掲示できればと思っております。小学校等の学校は厳しいのでは

ないかとご回答いただいているとのことなので、こちらリストアップした中で可

能、不可能をあげながら、例えば８月の上旬くらいを目途に掲示と広報を進めて

いければと思っております。それに伴い３番目の防災課との連携につきまして、

先ほど申し上げました総合防災訓練の中で、当初当事者が実際に着用してシミュ

レーョンを行うことを想定しておりましたが、コロナ禍の状況もございますので、

各広域避難場所で代表者の方にビブスの紹介をさせていただこうということを防

災課と進めております。４番目の住まい問題につきましては、現在不動産屋の大

家さんを対象に情報ガイドの作成を進めておりまして、完成までにしばらく時間

がかかると思います。あと５番目に災害時に障害特性によって広域避難場所に行

くことができない、自宅での生活もできないといった際にどうしたらいいのか分

からない現状があるということで、２４時間体制で運営している障害者施設や高

齢施設などで受け入れてもらえるようであれば安心材料になるのではないかとい

うことで、現状当法人の寿徳会では地元の自治会と災害協定を結んでいて、有事

の際に空いているスペースをお貸しする協定で、年に数回自治会の方と会議をし

ているという状況もありますので、そのようなことを同じ秦野市の施設に知って

いただくということで、社会福祉協議会の施設部会が障害者・高齢者・児童と代

表者の方が集まりますので、こちらのほうでご紹介させていただければと思って

おります。その他に、いくつか地域共生部門の中で上がったものを記載させてい

ただいております。裏面ですが、連絡会の内容ということで、下部組織に当事者

連絡会がありまして、地域共生部門が行われる前にこちらの連絡会が行われてい

るのですが、その中で差別に関すること、実際に当事者の方で受けた内容はここ

で書かれた内容以上のものもありますが、いくつか抜粋させていただいて、どう

いったことが実際に生活していく中で不便が生じているだとか、差別されている

ことがあるということで、合理的配慮について考えていこうということになり、

一番下の方に差別解消法や合理的配慮についての研修会を開催し、市民の理解を

得られればと思うということでしたが、先日行われた総合部門で、研修会を開い

てもなかなか本当に知っていただきたい市民の方や企業の方が参加するのではな

くて、関係者の方や当事者の方が多く参加してしまうので、リアルにある問題解

決には至らないということで、既存で出されている差別解消法のパンフレットで

まずは啓発活動をして、企業や市民の方にアピールする方向で進めていければと

いうことで、こちらは練り直して次回の地域共生部門で取り扱いをさせていただ

ければと思っております。 

伊藤会長： 委員の方、ご質問等があればお受けします（⇒質問・意見なし）。 

各部門の部門長はありがとうございます。引き続き、今年度コロ

ナ禍という中で会議も難しい部分もあるかと思いますが、徐々に
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開催をお願いします。 

 

(3) 第６期秦野市障害福祉計画・第２期障害児福祉計画について 

【事務局・草山課長代理より、資料３に基づき報告】 

第６期秦野市障害福祉計画及び第２期障害児福祉計画につきましては、神奈川

県等が策定時期を令和３年度に先送りしたことに伴い、本市も令和３年度に作成

することにつきまして、ご了承いただいた経過がございますが、今回改めて策定

スケジュールをご説明させていただくものです。まず、本日の第１回支援委員会

においてスケジュールを提示させていただき、この後骨子案の取りまとめ作業を

進め、１０月には県の障害福祉計画・障害児福祉計画の素案が示されますので、

目標値や見込み量のすり合わせを行い、１１月の第３回の支援委員会に骨子案と

してお示しし、ご意見を伺うこととします。いただいたご意見等を踏まえ、計画

案として年明け１月に庁内・議会に説明を行い、意見等を求めます。その後に、

約１か月間パブリックコメントを実施し、市民から意見募集を行い、幅広い視点

からの意見等を聴取、反映し、最終的な計画案としていきます。そして、３月中

旬に第４回支援委員会に市長から計画案の諮問がなされ、これを受け、支援委員

会から答申を行い、計画が策定されることになります。 

伊藤会長： ご質問等ありましたら、いかがでしょうか（⇒質問・意見なし）。 

 

(4) 精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築について 

【事務局・池田担当課長より、資料４に基づき報告】 

精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築について、まずは、令和元

年度までの経過についてご説明します。第５期障害福祉計画に係る国の基本指針の

中で、成果目標として、令和２年度末までに市町村ごとの保健・医療・福祉関係者

による協議の場を設置することが掲げられておりましたことで、本市の第５期障害

福祉計画の６ページに記載してございますが、本市の取り組みの方向としても精神

障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築を目指す新たな政策理念を踏ま

え、平成３２年度末までに協議会や専門部会といった保健・医療・福祉関係者によ

る協議の場を設置しますとうたっています。そのことから、平成３０年度第３回障

害者支援委員会の議題の中で、協議の場は懇話会の部門再編の中で検討していくと

いうことを共通認識としておりまして、令和元年度に入りまして、懇話会の相談部

門において検討していただきました結果から、所管する範囲が広すぎて、一つの部

門で行うには広すぎるということから、部門以外の場で組織をするということで、

障害者支援委員会の場で共通認識をいたしました。そのことから、市の障害福祉課

で令和２年度に立ち上げに向けて保健・医療・福祉の関係者に個別でどのようにし

ていったらよいのか方向性を決めるヒアリングを実施し、その関係者の方に集まっ

ていただき打ち合わせを行いました。その打ち合わせの場の中から出た内容といた

しましては、協議の場に精神障害をお持ちの当事者の参加が望ましいのではない

か、協議する内容に応じた参加ができるといいということで、一つの協議をし、一
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つの委員の構成というよりは、内容に応じた柔軟な参加方法がいいのではないか、

また、ピアサポートや家族支援に係る事項の協議などもできるといいというご意見

や、こちらから提示した意見に賛同していただきましたことから、ピアサポートの

活用に係る事項を令和２年度に行うこととしまして、令和３年３月１６日にその協

議の場を実施させていただきました。集まっていただいた方は、ピアサポーターの

方、保健福祉事務所の方、地域生活支援センターの方、オブザーバーの立場として

大学の方に出席をしていただきまして、現状でのピアサポート活動と今後どのよう

に行っていったらよいかという課題、コロナ等により活動が制限されるものがあれ

ば、ウェブ等を活用し、活動を拡大しているものもあるなど、そういった活動の展

開について協議をさせていただきました。令和２年度末までに協議の場を持つとい

った目標に対して、設置ができたということでご報告をさせていただきます。令和

３年度の取り組みにつきましても、令和２年度のピアサポーターの養成研修で新た

にピアサポーターとしての本市の登録者数が増えたことから、ピアサポーターの活

躍する場の創出・拡大について引き続き検討したり、今後のピアサポートの活用を

推進するための体制に係る事項を継続して協議をするということで、令和３年度も

行っていきたいと思います。引き続き支援委員会の中でご報告できればよいと思っ

ております。 

伊藤会長： 委員の皆さんからご質問等があればお受けします。 

石川委員： 正直、この地域包括ケアシステムの構築のための協議の場の「場」

っていうのは、私のイメージでは、色々な人が集まってその中で、

というイメージがあったんです。県の家族会で聞いても地域包括ケ

アシステムの構築っていうのがあまりにも広範囲に渡っているた

めにイメージが掴みにくい、実態が分からないというのがあって、

コロナのせいで、他の市町でも止まってしまって何もやっていない

よっていうところが多くて、秦野市でここまでできたのはよかった

なと思っているんですけれども、協議の場っていう感じではないな

って。ピアサポーターの活用っていうだけじゃないですよ、ってい

うのを一言添えたいと思います。今後の発展をお願いしたいと思っ

ております。よろしくお願いします。 

池田担当課長: 

 

 

石川会長にも打ち合わせにも出席していただいて、ご意見も聞かせ

ていただいて、取り組みの方向性は会長も言われたようにピアサポ

ートだけじゃない、もともとの協議の場を設置する国の方針として

は、多岐に渡たる精神障害の方が地域で暮らしてくための様々な障

壁や制度が整っていない部分などを協議していくという方向性で

はあるのですが、今回はピアサポートに絞らせていただいた中なの

ので、会長がおっしゃられたようにそこだけに留まらず、発展して

いけるようにしていきたいと思っております。今の段階では部門以

外の場で市の障害福祉課が事務局でやっていますが、５年後の第６

期障害者福祉計画等に合わせながら、部門や他の組織のどこかで担

っていただけるようになればいいのかなと思っておりますので、引
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き続きご協力をお願いいたします。 

 

(5) 湘南西部障害者保健福祉圏域地域生活ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝﾝｾﾝﾀｰ活動報告について 

【千葉アドバイザーより、資料５に基づき報告】 

今年度の当センターの予定ですけれども、大きい会議につきましては、昨年に

引き続きＷＥＢで開催させていただきたいと思っておりますので、引き続きお力

添えをよろしくお願いします。資料５は令和２年度の当センターの活動報告書か

ら圏域の自立支援協議会の掲載部分のみを記載した抜粋版となっています。こち

らの１ページは第１回の７月２６日に書面開催をしたもので、そこで取り扱った

内容の概要を書かせていただいています。中段に書いてある、第１回の協議会の

場では、障害者虐待認定をされた方で、その方は行動障害のある方だったのです

が、短期入所先が探せずに、結局分離できず非常に困ったという事例の報告があ

りました。こちらを受けまして、圏域の協議会といたしましては、緊急で対応す

べき方の短期入所を滞りなく進めるために、県立施設を中心としたコロナ禍にお

ける役割整理が必要だということで、県の自立支援協議会に課題として提起して

おります。ページを進みまして、２ページ、３ページをご覧ください。こちらは

第１回協議会内で市町協議会さんから上げていただいた報告の内容となっていま

す。こちらも後ほどご覧ください。４ページになりますが、こちらは第１回の協

議会において協議会の委員さんお一人お一人から各機関における地域課題であっ

たり、それに対する備えを集めさせていただいたのですが、それを取りまとめた

ものがこちらの（２）、（３）になります。（２）が各機関が見るコロナ禍にお

ける地域課題。それに対して、（３）に「このように対応すべきでないか」とそ

れに対する備えをまとめたというページになっております。５ページから第２回

の協議になりますが、こちらはＷＥＢで開催させていただきました。こちらの会

議においては、第１回協議会で報告をいただいた虐待事例のその後の経過につい

ても報告をいただきました。そこで新たに行動障害がある方の地域での支援を進

めるために、コーディネート機能を追加する必要性があるということで、こちら

も追加で県の自立支援協議会に提言していくということであります。それ以外の

ことでは、９ページをご覧ください。この第２回の協議会におきましては、コロ

ナ禍での施設さんにおけるコロナ陽性者発生後の事例の報告です。続く１０ペー

ジについては、地域の重症心身障害者の方がご家族がコロナ入院をされて、障害

当事者の方が自宅に取り残された事例が報告されています。こちらの２つ目の事

例から言えることとして、１２ページの中段に書いてあるのですが、家族がコロ

ナ入院をされて、その方は陰性だった場合、利用できる短期入所施設がないこと

がはっきりしたということで、県の自立支援協議会に提起したというところで終

了させていただいています。ざっくりですが、昨年度の圏域の協議会の概要につ

いてお伝えしました。 

伊藤会長： 

 

ご意見等ありますか（⇒質問・意見なし）。 

続いて、（６）から（９）までですが、こちらの方は昨年度同様新

型コロナウィルスの対策ということで、資料配布のみでの報告とさ
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せていただきたいと思います。報告内容は後日お読みいただきたい

のですが、後日ご意見等がありましたら、事務局へお願いします。 

 

(6) その他 

【事務局・草山課長代理より新型コロナ感染症ワクチン接種について報告】 

それでは、その他ということで、障害者支援施設、入所施設におけるコロナワ

クチン接種の対応についてご報告をさせていただきたいと思います。４月９日に

市内の入所施設をお持ちになっている法人様にお集まりいただきまして、市のワ

クチン接種担当と意見交換会の場を設けさせていただきました。そこでは、施設

における集団接種を基本とし、入所をされている方、通所されている方、職員の

方々への接種をより効果的に行えるよう対応について確認を行い、情報共有の場

とさせていただきました。今週金曜日、２８日に２回目の意見交換会が予定され

ておりまして、高齢者施設で今行われている接種の実績等を踏まえて、具体的な

ワクチン接種のスケジュール、施設及び市の役割や手順を確認させていただいて、

早期の接種に向けて名簿作成、また同意書の作成などの作業に入っていただく予

定となっております。 

伊藤会長： 

 

それ以外に各委員の皆様から情報提供も含めて、何かありましたら

お願いします。 

石川委員： 

 

さっきのワクチンの話なんですけど、優先順位では高齢者が終わっ

て、基礎疾患をもっている人っていうというようになっているんで

すけど、在宅で精神障害者の場合は対象になっているというような

ことを厚労省は言っているんですけど、実際具体的にどういうふう

にすれば優先的に接種ができるのか、具体的なところをお聞きした

いのですが。 

入野課長： 具体的にワクチン接種担当の方から情報が出ておりませんので、今

はとりあえず施設入所の方が先にということが出ておりますので、

また具体的に分かりましたらご報告させていただければと思って

おります。 

 

５ 閉会 

【事務局・池田担当課長より連絡】 

 議事についてありがとうございます。委員会は本年度第１回ということでした

が、次第の一番下に予定が書いてございます。第２回、第３回、第４回というこ

とで、次回は、８月２４日（火）の１０時からを予定しておりますので、よろし

くお願いいたします。 

相原副会長： 

（閉会挨拶） 

皆さんお疲れ様でした。コロナ渦で対面での会議は難しい状況が続

いておりますが、ＷＥＢ会議ですと中々意見が述べられなかった

り、聞き洩らされてしまうという状況が続いております。やはり対

面での会議の必要性というのは極めて感じております。障害者が地
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―― 以 上 ―― 

  議事録署名人 

 

      会 長                     

 

      委 員                     

域で暮らすとか、本人の意思が守られているとか、虐待から守られ

るためにはどうしたらよいかと本当に真剣に考えているところな

んだと私も考えているのですが、先ほどのプレゼンにありましたグ

ループホームの施設を開所していく方が、障害年金の金額も知らな

かったというのは非常にショックな出来事でした。今まで子どもが

行く場が色々選択できるのはいいと考えていました。でも、あれが

お金に換算するところでは、私たちは安心して預けられないという

ことと、一生懸命考えている施設が台無しになってしまうというこ

とを心配しております。もっともっとたくさんできて選べる場所が

たくさんできるのはいいことだと思いますが、施設、グループホー

ムももちろんですが、精査していく場所をちゃんと構築していかな

いと、親なきあとの管理できる人がいなくなってしまった時に、怖

さが出てくると思っているんですね。先ほどの１０万いくらという

金額は秦野市が１万円の家賃補助を出したとしても９万円の金額

では、重度の障害者ではやっていけません。この子の最低限の生活

を守るための生活でさえ、払うことができない。そういうことをち

ゃんと考えていただかないと、責任を持ってやっていくという大事

さを改めて感じてほしいなと私は思います。障害をもっている親と

しては、グループホームも若いうちはいいんです。そのあとのこと

もちゃんと考えてグループホームの設立を考えてほしいなと思っ

ています。 

 先ほど人材の確保も難しいということで、あるグループホームは

その施設に入っている利用者の親御さんも人材として配置されて

いるところもあると聞ききます。それは、ちょっとどうなのかなっ

ていうのを感じておりますので、その辺も含めて支援委員会できち

んと考えていただかないと、これからこういう施設が増えて、障害

者が困った状況になった時にじゃあ誰が、ちゃんと手配して受け入

れてくれるのって、全部障害福祉課なのって、そこではないって考

えておりますので、この支援委員会が足枷せになるようにきちっと

したことを提示していくことが大事だと感じておりますので、皆さ

んもご協力をお願いします。本日はありがとうございました。 


